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これまでもジョルジュ・バタイユについてきわめて高度
な学術研究や翻訳紹介を行ってきた著者による近刊『夜の哲学
　
バタイユから生の深淵へ』は、表題どおりバタイユ
を出発点としながらも、そのモノグラフィックな研究に留まらず、現代哲学、ひいては思考そのものの深淵へと降りていく試みを集めた論文集である。その基調となるのは、これも表題である「夜の哲学」という稜線である。だが、夜の哲学とは何か？
　
著者は、昼の合理的な思考を単純に
無視するわけで ないが、無数の表象 イメージが蠢く、豊饒な夜に沈潜し、宵闇に眼を凝らし、昼の強い思想との相剋をとおして、夜の思想 語ろう いうのだ。 「私が夜と呼んでいるものは、思考の暗さとは違う。夜は光の暴力を持つ」というバタイユの言葉などを導きの糸として、著
者は現代を生きる者が直面する多様な問題と対峙する。以下、概要を紹介しつつ、個人的な感想を記して、書評の責を果たすことにしたい。　
第一部「生と死の夜」では、バタイユ、ブランショ、ニー
チェを俎上に載せつつ、震災、戦争などを通してカタストロフと死の問題が扱われる。他人の悲劇を前にして、安易な同情とも単なるシニシズムとも異な どのような態度が可能 のか。バタイユの論文「ヒロシマの人々 物語」の読解を通して、一見スキャンダラス も見える「悲劇を笑う」という、ニーチェ的 テーマが掘り下げられ 。震災と戦争はいま最もアク ュアルな主題だと言えるが これに哲学思想が かに応えることができるか、これは我々ひとりひとりに課せられた大きな問いである。
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第二部「聖なる夜」で検討されるのは、広義での神秘体
験と共同体という、バタイユ思想の根幹にある問題だ。二〇世紀初頭のフランスにおいて、神秘主義は重要なモチーフとして哲学界で議論され、ベルクソンも『道徳と宗教の二源泉』で独自な見解を展開したが 議論の中心にいたひとりが著者も注目するジャン・バリュジだ。彼 浩瀚な十字架のヨハネ研究が、バタイユに与えた影響、とりわけ非―知との関係についての本書の考察はきわめ 重要であり、さらなる展開 楽しみ ある。というのも、バタイユの宿敵サルトルもまた、おそらくは リュジの研究から多くのことを取り入れたうえで『聖ジュネ』を執筆したと推定されるからだ。アンリ・ドラクロワもそうだが、二〇世紀初頭のフランスの哲学史研究家の仕事の再検討は、これからなされるべき重要なフィールドである。また 有形ではない、無形の共同体をめぐる考察 、それに付随す形象（
figure （
の問題も示唆に富む。夜の思想が、なぜ逆
説的にも豊饒なイメージ性をともなうことになるのかはぜひとも深めて議論したい問題構成である　
だが、本書の魅力は、緻密な議論にみちた一部、二部も
さることながら、とりわけ 多様な人物をあつかう第三部「夜とバタイユの隣人たち」にあるように個人的には思われる。ラカン、サド、パスカル・キニャール、歌麿、三島
由紀夫、岡本太郎、ジャン＝リュック・ナンシーへと一見脈絡なく広がっていくように見えるこれらの固有名の輪にはもちろん、内的な必然性がある。 「他者の帳が破られるとき」におけるラカンとバタイユの照合は、それぞれの他者体験に根ざした他者観を鋭く探っており、まなざしとイマージュの問題と相俟って興味深 。 「幽閉の美学―サドと修道院」は、城、要塞、牢獄、教会、修道院といったサドに深く関わる閉鎖空間と、この希有な思想家に ける創造性との関係を汲み尽くして余すところが 夜の歌麿」はこの高名な浮世絵版画家の描いた春画 手掛かりに、性的なも に対する日本的な眼差し 西洋的 文化の眼差しの相違のみならず、エロスと宇宙の関わりにまで考察が広がる。
　
　
一方、バタイユと親近性の強い二人の日本人芸術家をめ
ぐる「日本人の形象
　
三島由紀夫と岡本太郎―歴史性と
演劇性」では、この特異な作家と画家がバタイユ 切り結んだ問題系が的となる。パリで若き日を過ごした岡本のバタイユとの交流は夙に知られているが、ここではその沖縄文化論に照明があてられている点が面白い。岡本はユの師とも言えるマルセル・モースの弟子 もあったから、二人はいわば兄弟弟子の関係 あ とも言えるが、一九七〇年という、日本 分水嶺にあた 年の岡本と三
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島、二人のそれぞれの行動の背後にバタイユ的な死＝エロティシズムを読み取るのは卓見である。　
掉尾を飾る「神々の到来と創造的ニヒリズム」は、バタ
イユから大きな示唆を得て、そ 共同体論を展開したジャン＝リュック・ナンシー 取り上げ、バタイユとの関係をとおして、その思想のいくつかのモチーフを検討するもの。ニヒリズムに関する の発言を手掛かりにして、著者は、共同体や意味と ったナンシー キーワードの根底にある無 不在、無為などの概念を分析すること 、ブランショやバタイユとの距離を測るとともに、ニ チェを継承し、創造的ニヒリズム 道を切り拓こうとするナンシーの姿を素描する。ナンシーは多様なフィールドにわたって思索を展開す 哲学者だが、その根底にニヒリズムの問題があるという指摘は示唆に富むも だ。　
以上、駈け足で本書を概観したが、最後に強調しておき
たいことは、著者が、専門家にしかわからないジャーゴンではなく、専門外の人間にもアクセス可能なきわめて明晰かつ平易 言葉で、たいへん精緻な議論を行っていることである。これは、言うは易く行うは難きことで 。詳細な註に満ちたアカデミックな研究もむろん重要だが、教育の場では、受講生たちに自ずと伝わるような語りがますます求められてきている。そのためには、ただ頭で考え だ
けでなく、自らの身体、肉体、もっと言えば、生身で思考することが必要だと思われる。バタイユのいう「内的体験」もそれと別のことではあるまい。本書は、自らの深みへと沈む、 のよう 身振りを可能にする数々のヒントを与えてくれる。多くの若い研究者たちに読んでほしい本である。
